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新
年
新
年

新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、市
議
会
の
活
動
に
温
か
い
御

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、昨
年
は
、岸
田
首
相
が

退
陣
を
表
明
し
、10
月
に
石
破
内
閣
が
発
足

さ
れ
、ア
メ
リ
カ
で
は
、11
月
に
大
統
領
選
挙

が
行
わ
れ
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
返
り
咲
く

な
ど
大
き
な
変
化
が
あった
年
で
し
た
。

ま
た
、パ
リ
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク

が
開
催
さ
れ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
で
は
、日
本
代
表

が
金
メ
ダ
ル
を
20
個
と
過
去
最
多
数
を
獲

得
し
、パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
で
は
、金
メ
ダ
ル
を
14

個
と
東
京
大
会
を
超
え
る
個
数
を
獲
得
し

ま
し
た
。野
球
で
は
、大
谷
翔
平
選
手
と
山
本

由
伸
投
手
が
所
属
す
る
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
を
制
覇
す
る
な
ど
、多
く
の
日

本
人
が
世
界
で
活
躍
し
、我
々
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、元
日
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

自
然
災
害
の
脅
威
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

さ
ら
に
、長
引
く
物
価
高
騰
な
ど
、地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お

り
、そ
れ
に
伴
い
、地
方
自
治
体
の
抱
え
る
課

題
は
年
々
、複
雑・多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
、議
事
機
関
と
し

て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
べく
、市
民
の
皆

様
の
声
を
誠
実
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、今

ま
で
以
上
に
議
会
の
取
組
や
議
員
の
活
動
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
、情
報
発
信
媒
体
で
あ
る
議

会
だ
よ
り
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
や
、常
任
委
員
会

視
察
の
実
施
方
法
の
見
直
し
な
ど
、市
民
に

開
か
れ
た
議
会
、市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
と
も
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

市
議
会
と
し
て
、市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信

頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、市
政
の
更
な
る
発

展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、行
政
と

共
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、一
層
の
御
理
解
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、飛

躍
と
発
展
の
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議長

中川　健

副議長

髙見 雄介

　市議会議員は、公職選挙法で市内での年賀状や挨拶状など
を出すことが禁止されているため、本誌面をもって、新年の
挨拶にかえさせていただきます。
　市民の皆様の御理解をお願い申し上げます。

謹賀新年謹賀新年
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大
阪
維
新
の
会
議
員
団

謹
ん
で
新
年
の

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

　

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

最
大
会
派
と
な
る
議
席
を
お
預

か
り
す
る
責
務
と
市
民
の
負
託
に
応
え
公

正
に
職
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
職
員
の
自
己
都
合
退
職
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
さ
ら
に
は
役
職
者
の
退
職
、
そ
し

て
他
市
へ
の
転
職
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
原
因
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
材
流
失
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

子
育
て
教
育
に
つ
い
て

○
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

り
、
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
の
児
童
の

給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て

質
の
低
下
に
は
十
分
に
留
意
し
学
校
給
食

本
来
の
意
義
を
見
失
わ
な
い
こ
と
。

○
共
同
親
権
の
改
正
民
法
施
行
を
控
え
離

婚
に
対
す
る
行
政
の
支
援
は
必
須
で
あ

る
。
親
教
育
・
共
同
養
育
講
座
を
適
切
な

時
期
に
実
施
す
る
こ
と
。

○
本
市
の
離
婚
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で

親
子
面
会
交
流
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

健
康
福
祉
に
つ
い
て

○
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
ケ
ア
に
資

す
る
、
特
定
年
齢
到
達
時
の
検
査
推
奨
に

係
る
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
成
年
後
見
制
度
、
高
齢
者
等
終
身
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
利
用
に
係
る
周
知
啓
発
を

行
う
こ
と
。

○
成
年
後
見
等
報
酬
助
成
の
市
長
申
立
て

以
外
案
件
へ
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

○
高
齢
者
に
免
許
返
納
を
国
が
促
し
て
い

る
が
返
納
し
た
後
に
移
動
手
段
が
な
い
た

め
、
引
き
こ
も
り
対
策
の
観
点
か
ら
外
出

促
進
に
も
繋
が
る
シ
ニ
ア
カ
ー
補
助
金
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
大
阪
公
立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
の

跡
地
利
用
に
お
い
て
本
市
都
市
計
画
を
熟

考
し
本
市
の
意
向
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ

う
大
阪
府
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
。

○
リ
ラ
ッ
ト
の
今
後
の
活
用
方
針
を
明
確

に
す
る
こ
と
。

奥　大輔
池田新町３番 11－ 102 号
☎ 090-9622-9461

昭和 50 年生、大阪維新の会

川口　肇人
若葉町 16番７号
☎ 090-5058-5836

昭和 47 年生、大阪維新の会

瀬戸　健太
大利元町 12番８号
☎ 090-6050-5062

昭和 60 年生、大阪維新の会

中川　健
三井が丘一丁目４番８－ 206 号

☎ 888-5993
昭和 63 年生、大阪維新の会

福田　篤志
香里北之町７番 13号
☎ 080-2532-4113

昭和 59 年生、大阪維新の会

古田　尚央
末広町 10番９号
☎ 090-2704-6522

昭和 53 年生、大阪維新の会

の
抱
負

新
年
新
年
新
年
新
年
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新年の抱負

公
明
党
市
会
議
員
団

市
民
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
！

現
場
に
生
き
る
公
明
党

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。持
続
と
改
革
を
見
極
め
、よ
り
住
み
や

す
い
ま
ち
へ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
の
向
上

○
新
た
に
京
阪
バ
ス
運
行
路
線
が
減
少
さ

れ
た
地
域
へ
の
対
策

○
が
ん
検
診
及
び
各
種
健
診
事
業
の
受
診

率
向
上
施
策
の
推
進

○
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
定
期
接
種

化
に
伴
う
市
独
自
の
費
用
助
成

○
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成

○
高
齢
者
聴
力
検
査
の
実
施

○
社
会
的
孤
立
の
環
境
整
備
と
「
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
」
整
備
の
更
な
る
推
進

○
終
活
相
談
窓
口
の
設
置

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

○
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ
の
予
算
措
置

○
骨
髄
等
提
供
者
へ
の
ド
ナ
ー
助
成
金
と

事
業
所
へ
の
休
業
補
償
制
度
の
創
設

○
こ
ど
も
貧
困
等
、
早
期
発
見
の
た
め
行

政
間
の
連
携
強
化
（
デ
ー
タ
連
携
等
）

市
民
活
動
の
向
上

○
ね
や
バ
ス
の
拡
充（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
、

乗
り
残
し
解
消
）

○
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
助
成

の
対
象
者
拡
充

○
市
民
が
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
更

な
る
充
実
と
人
材
育
成

こ
ど
も
の
健
全
育
成

○
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

○
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽
器
修
繕

○
校
舎
棟
最
上
階
の
暑
さ
対
策

ま
ち
づ
く
り
施
策

○
各
駅
周
辺
に
図
書
館
設
置
（
中
央
図
書

館
分
室
）

○
公
共
施
設
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の

設
置

○
東
寝
屋
川
地
域
に
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

全員協議会を開催

辻谷　恵一
寿町 45番

☎ 090-1482-3053
昭和 47 年生、公明党

　市政に関する案件についての説明を受けました。
開催日 　令和６年 11月 19日（火）
案　件 　�・�（仮称）寝屋川市地域コミュニティ活性化推進条例（素案）に

ついて
	 ・�寝屋川市立地適正化計画　一部改定（素案）について
詳細は、ホームページ（右のQRコード）から御参照ください。

村上　順一
南水苑町５番 12号
☎ 811-0205

昭和 42 年生、公明党

岡　　由美
成田南町
☎ 831-8700

昭和 42 年生、公明党

坂口　安喜子
八坂町

☎ 090-2196-7361
昭和 43 年生、公明党

髙見　雄介
上神田一丁目 44番 27 号

☎ 828-0814
昭和 46 年生、公明党

武田　由利子
錦町５番３－ 101 号
☎ 080-3817-6590
昭和 44 年生、公明党



ねやがわ議会だより新年の抱負

3

本会議を録画配信
しています！

　市議会で開かれる本会議の様子は、イ
ンターネットで録画配信しています。市
議会ホームページの「本会議録画配信」
（上のQRコード）から視聴できます。
　議会だよりの誌面では、お伝えできな
かった議案の審議や一般質問の様子を御
覧いただけます。

森本　雄一郎
清水町 32番 18 － 204 号

☎ 888-3085
昭和 48 年生、自由民主党

金子　英生
太秦桜が丘１番 18号

☎ 821-5774
昭和 46 年生、自由民主党

北川　千尋
打上元町 27－４
☎ 070-8374-4742

平成２年生、自由民主党

北川　健治
仁和寺本町二丁目４番８号

☎ 827-6820
昭和 23 年生、自由民主党

　市議会で開かれる本会議・委員会の
様子はどなたでも傍聴することができ
ます。
　詳細は市議会ホームページ（上のQR
コード）をご覧ください。

市議会を
傍聴しませんか？

ねやがわ議会だよりのサブタイトル

自
由
民
主
党
市
会
議
員
団

謹
ん
で
新
年
の

御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

我
々
は
引
き
続
き
議
論
を
す
る
会
派
と

し
て
、本
会
議
一
般
質
問
、委
員
会
質
疑
、

所
管
事
項
質
問
等
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の

福
祉
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
、社
会
資
本

整
備
、暮
ら
し
の
安
全
安
心
に
向
け
た
政
策

提
言
を
行
い
、国
策
と
も
連
携
し
、様
々
な

角
度
か
ら
提
言
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
対
馬
江
大
利
線

〇
対
馬
江
大
利
線
は
中
心
部
の
市
駅
に
直

結
す
る
道
路
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
を

持
っ
た
道
路
空
間
と
し
て「
機
能
」と「
美

観
」
の
両
面
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を

求
め
て
き
た
。
今
後
も
沿
道
住
民
の
声
を

丁
寧
に
聞
き
、
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本

〇
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
文
化
・
芸
術

と
教
育
の
向
上
で
あ
る
。
現
在
、
本
市
は

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に

評
価
す
る
。
今
後
は
、
文
化
政
策
、
芸
術

政
策
に
も
一
層
の
力
点
を
置
く
こ
と
。

〇
文
化
・
芸
術
政
策
は
単
な
る
社
会
教
育

事
業
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
包
摂
の
機

能
と
し
て
、さ
ら
に
は
教
育
の
観
点
か
ら
、

併
せ
て
都
市
創
造
の
観
点
か
ら
も
重
要
で

あ
る
。
文
化
・
芸
術
政
策
を
通
し
て
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
市
の
文
化
資
質

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

ことだまの由来は…？
　「議会」は言葉で意思や意見を表現し、議論に
よって物事を決める場であり、議会だよりは議員
一人ひとりが思い（魂）を込めて発信した「言葉
の力」（内容）であるとの思いから「ことだま」
としました。
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松尾　信次
萱島東二丁目 14番 26 号
☎ 090-3056-9924

昭和 23 年生、日本共産党

板東　敬治
大利元町 16番７号
☎ 826-6822

昭和 40 年生、無所属

西尾　勝成
三井南町１番１号（101 号）	

☎ 080-4244-7728
昭和 52 年生、立憲民主党

馬場　才
美井元町 15番 11 号
☎ 837-7222

昭和 46 年生、無所属

久野　須賀子
御幸西町 25番 14 号（301 号）

☎ 090-2554-3185
昭和 40 年生、無所属

中林　和江
葛原一丁目 23－ 5
☎ 090-3944-8385

昭和 31 年生、日本共産党

西田　昌美
田井西町 32番１号
☎ 090-9713-3588

昭和 33 年生、日本共産党

シ
ン
・
ネ
ヤ
ガ
ワ
議
員
団

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

市
民
ど
真
ん
中
の
政
策
実
現
を
‼

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
年
も
市
民
に
寄
り
添
い
、将
来
の
街

づ
く
り
、市
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

〇
公
共
施
設
・
駅
・
病
院
・
買
い
物
施
設

等
を
巡
回
す
る
バ
ス
を
始
め
、
全
市
的
に

公
平
性
の
高
い「
市
民
の
足
」の
確
保
を
。

〇
公
道
・
私
道
問
わ
ず
道
路
の
舗
装
や
沿

道
の
植
栽
剪
定
の
予
算
増
額
を
。

〇
「
市
民
大
訓
練
」
の
結
果
を
活
か
し
、

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
取
り
組
み
、

未
策
定
と
な
っ
て
い
る
中
学
校
な
ど
他
の

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
。

◯
保
育
士
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
働
け

る
よ
う
に
、
市
独
自
の
処
遇
改
善
や
奨
学

金
返
済
支
援
を
。

〇
望
が
丘
小
中
学
校
の
設
備
・
教
育
環
境

を
基
準
と
し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
既
存

学
校
の
早
期
改
善
を
。

〇
物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
や
事
業
者
へ

の
早
期
の
対
策
を
。

〇
こ
れ
か
ら
の
公
園
の
あ
り
方
と
し
て
、

「
水
と
触
れ
合
え
る
親
水
空
間
」
を
重
視

し
、
地
域
均
等
に
整
備
を
。

〇
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
す

る
た
め
に
具
体
施
策
の
検
討
を
。

〇
職
員
が
寝
屋
川
市
内
に
居
住
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
居
住
割
合
の
減
少
傾

向
の
改
善
へ
の
取
組
を
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

物
価
高
か
ら
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
万
博
は
、
学
校

行
事
と
し
て
の
参
加
で
な
く
、
子
ど
も
・

保
護
者
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
。

〇
小
学
校
、
保
育
所
園
、
幼
稚
園
、
あ
か

つ
き
・
ひ
ば
り
園
の
給
食
費
の
無
償
化
。

〇
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
実
施
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
。

〇
介
護
保
険
料
減
免
制
度
の
拡
充
、
利
用

料
減
免
制
度
の
創
設
。

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
体
制

の
拡
充
と
介
護
認
定
期
間
の
短
縮
。

〇
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
。

〇
重
度
障
が
い
者
の
入
所
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
。

〇
正
規
職
員
の
増
員
と
非
正
規
職
員
の
待

遇
改
善
。

〇
市
内
バ
ス
路
線
の
維
持
、
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
の
事
業
の
拡
充
で
市
民
の
足
を
守
る

こ
と
。
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区　分
会　計 歳入Ａ 歳出Ｂ 差引（Ｃ）

 Ａ－Ｂ  繰越額Ｄ  実質収支
Ｃ－Ｄ

一般会計 106,994,223 105,740,075 1,254,148 55,182 1,198,966

特
別
会
計

国民健康保険 25,135,888 25,034,016 101,872 0 101,872

介 護 保 険 23,692,909 23,612,403 80,506 0 80,506

後 期 高 齢 者
医 療 4,391,927 4,173,995 217,932 0 217,932

公 共 用 地�
先行取得事業 0 0 0 0 0

母子父子寡婦�
福祉資金貸付
金

56,420 50,826 5,594 0 5,594

合　計 160,271,367 158,611,315 1,660,052 55,182 1,604,870

令和 5年度決算の概要	 （単位：千円）

総
務
都
市
創
造
分
科
会

市
民
意
識
調
査

問　
令
和
５
年
度
に
再
開
し
た
が
、
そ
の

評
価
と
今
後
の
実
施
予
定
を
伺
う
。

答　
防
犯
分
野
に
つ
い
て
は
、
満
足
度
が

低
い
と
い
っ
た
課
題
も
見
受
け
ら
れ
、
今

後
、
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。
今
後
の
実

施
は
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

ね
や
が
わ
Ｐ
Ｒ
大
使

問　

令
和
４
年
度
に
比
べ
活
動
回
数
は
増

え
た
の
か
。

答　

成
人
式
で
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
提
供

に
加
え
、
広
報
誌
掲
載
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

市
の
動
画
出
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。ねやがわ PR大使

問　

活
用
の
目
的
を
伺
う
。

答　

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
。

問　

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
は
、

市
外
向
け
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
そ
の
実
績
は
。

答　

市
の
動
画
に
も
出
演
い
た
だ
き
、
市

外
へ
の
発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問　

苦
情
の
内
容
と
そ
の
苦
情
を
分
析
し

今
年
度
ど
う
い
う
反
映
を
し
た
か
。

答　

店
頭
販
売
で
長
時
間
並
ん
で
も
購
入

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
考
え
、
店

頭
販
売
の
店
舗
数
縮
小
等
、
販
売
方
法
に

つ
い
て
実
施
主
体
と
調
整
し
て
い
る
。

地
籍
調
査

問　

萱
島
本
町
に
つ
い
て
は
ス
ム
ー
ズ
に

全
て
調
査
を
終
え
た
の
か
。

答　

複
数
名
の
所
有
者
が
有
す
る
道
路
で

一
部
不
調
と
な
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

問　

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

法
務
局
が
地
図
混
乱
地
区
の
解
消
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
法
務
局
と

解
消
に
向
け
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業

問　

用
地
購
入
と
物
件
補
償
に
つ
い
て
は

全
て
完
結
し
た
の
か
。

答　

令
和
５
年
度
で
全
て
完
了
し
た
。

問　

収
用
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

任
意
交
渉
で
全
て
の
権
利
者
と
の
契

約
に
至
っ
た
た
め
、
収
用
裁
決
申
請
を
行

う
必
要
は
な
か
っ
た
。

下
水
道
管

問　

古
い
と
こ
ろ
は
50
年
が
経
過
し
て
い

る
。
耐
震
化
工
事
の
進
捗
を
伺
う
。

答　

管
路
全
体
に
対
し
て
44
％
程
度
の
管

路
が
耐
震
化
で
き
て
い
る
。

決算審査決算審査ののあらましあらまし
　９月定例会で継続審査となった令和５年度会計の歳入歳出決算を審査するため、
予算決算常任委員会分科会等を10月に４日間開催しました。
　その質疑応答の一部要旨を掲載します。

水
道
事
業
会
計

収益的収入額 4,147,972 資本的収入額 540,473

収益的支出額 3,821,149 資本的支出額 1,464,100

差引額 326,823 差引額 △923,627

税抜処理後純利益 246,372

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入額 5,814,462 資本的収入額 4,604,841

収益的支出額 5,411,423 資本的支出額 7,548,728

差引額 403,039 差引額 △2,943,887

税抜処理後純利益 237,496

△はマイナス、消費税込（単位：千円）
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健
康
福
祉
分
科
会

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

問　

交
付
枚
数
の
実
績
が
減
少
し
た
分
析

と
今
後
の
交
付
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
二
弾
事
業

が
終
了
し
た
影
響
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
も
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
促

進
、
推
進
し
て
い
く
。

３
者
同
時
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

問　

活
用
例
と
今
後
の
展
開
は
。

答　

本
庁
舎
の
総
合
案
内
か
ら
高
齢
介
護

室
な
ど
に
つ
な
い
で
介
護
や
保
険
料
の
相

談
な
ど
に
活
用
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
申
請

手
続
の
完
了
を
目
指
し
た
検
討
を
進
め
る
。

３者同時コミュニケーション

シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問　

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
証
明

書
等
の
発
行
枚
数
に
増
減
が
あ
る
が
、
そ

の
要
因
と
分
析
は
。

答　

全
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
証
明

発
行
及
び
利
用
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問　

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス

期
間
終
了
後
の
取
扱
い
は
。

答　

無
償
譲
渡
に
な
っ
て
お
り
、今
後
は
、

第
2
次
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

推
進
計
画
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

問　

欠
員
が
29
人
い
る
が
、
そ
の
解
消
努

力
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

地
元
の
民
生
委
員
の
校
区
長
や
、
自

治
会
長
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
欠
員
の

補
充
に
努
め
て
い
る
。

特
定
健
診

問　

受
診
率
と
未
受
診
者
へ
の
対
策
は
。

答　

受
診
率
は
34
％
。
未
受
診
者
へ
は
年

2
回
、
そ
れ
ぞ
れ
約
2
万
人
に
受
診
勧
奨

は
が
き
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
診

勧
奨
は
が
き
送
付
後
に
電
話
勧
奨
を
行

い
、
電
話
勧
奨
が
で
き
た
７
７
５
人
中
４

５
６
人
の
受
診
が
あ
っ
た
。

母
子
健
康
ア
プ
リ

問　

利
用
者
か
ら
の
使
用
の
印
象
は
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
60
％
以
上
の

方
が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
と
回
答
さ
れ
て
お

り
、
情
報
を
得
る
に
当
た
り
、
便
利
と
の

認
識
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

文
教
生
活
分
科
会

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
職
員
派
遣

問　

派
遣
し
た
期
間
と
延
べ
人
数
は
。

答　

第
１
便
は
令
和
６
年
１
月
12
日
に
出

発
し
、
最
終
便
は
５
月
14
日
。
派
遣
し
た

職
員
は
延
べ
26
人
で
あ
る
。

問　

職
員
派
遣
で
得
た
教
訓
を
、
今
後
、

本
市
の
防
災
施
策
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
様
々
な
形
で
全
庁
的
な
防
災
対

策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
拠
点

問　

タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
、
４
駅
中
心
の
ま
ち

づ
く
り
と
連
動
し
た
子
育
て
支
援
の
拠
点
の

今
後
の
展
開
の
仕
方
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　

今
後
の
人
口
の
動
向
、
年
齢
層
を
注

視
し
分
析
す
る
中
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
を
も
捉
え
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

養
育
費
等
相
談
支
援

問　

養
育
費
等
の
相
談
件
数
の
実
績
は
。

答　

24
件
の
相
談
が
あ
り
、
公
正
証
書
作

成
促
進
補
助
金
に
つ
い
て
も
24
件
支
給
。

問　

ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
に
、

も
っ
と
積
極
的
な
周
知
方
法
を
求
め
る
。

答　

出
来
る
だ
け
早
く
共
同
養
育
に
つ
い

て
意
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
お
り
、
今
後
ど
う
い
っ
た
方
法
が
効

果
的
か
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　

ご
み
減
量
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
４
年
度
は
一
人
一
日
当
た
り
約

８
０
０
ｇ
、令
和
５
年
度
は
約
７
７
０
ｇ
。

教
職
員
の
研
修

問　

令
和
５
年
度
の
教
職
員
研
修
の
視
察

先
と
、
参
加
人
数
は
。

答　

熊
本
県
八
代
市
、
石
川
県
金
沢
市
及

び
能
美
市
へ
各
54
人
が
参
加
し
た
。

問　

視
察
で
の
学
び
を
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
い
か
し
て
い
る
の
か
。

答　

参
加
し
た
教
員
が
各
校
で
報
告
会
を

行
う
と
と
も
に
、
全
教
職
員
に
配
付
し
て

い
る
冊
子
の
改
訂
を
行
い
、
視
察
で
の
学

び
を
市
内
全
体
に
還
元
し
て
い
る
。

中
学
校
給
食

問　

温
か
い
給
食
に
な
り
中
学
校
の
残
渣

（
ざ
ん
さ
）
率
が
10
％
以
下
に
な
っ
た
が

次
な
る
取
組
は
。

答　

残
渣
の
状
況
調
査
や
学
習
発
表
会
な

ど
、
残
渣
の
少
な
い
学
校
の
取
組
を
情
報

共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中学校給食に関する写真
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杉並区役所の視察の様子

視察参加者

視察参加者

視察参加者

委 員 長  岡　 由美　 副委員長  古田 尚央 
委 員  �川口 肇人　中川　健　村上 順一 

北川 健治　馬場　才　松尾 信次

総務都市創造常任委員会
日　程  10月29日（火）～30日（水）

視察先・視察内容  
【東京都杉並区】
・杉並区デジタル化（DX）推進計画について
・AI オンデマンド交通に関する取組について
【東京都大田区】
・大田区シティプロモーション戦略について

健康福祉常任委員会
日　程  10月23日（水）～24日（木）

視察先・視察内容  
【石川県能美 (のみ ) 市】
・�高齢者福祉施策における、地域共生社会に向けた重

層的支援体制整備等の取組について
【石川県加賀市】
・加賀市版地域包括ケアシステムの取組について

文教生活常任委員会
日　程  11月５日（火）～６日（水）

視察先・視察内容  
【鹿児島県鹿屋市】
・行政に頼らない住民自治“やねだん”について
【鹿児島県大崎町】
・資源リサイクルについて

加賀市役所の視察の様子

大崎町のそおリサイクルセンターの視察の様子

委 員 長  福田 篤志　 副委員長  金子 英生
委 員  �瀬戸 健太　武田 由利子　辻谷 恵一 

北川 千尋　久野 須賀子　中林 和江　

委 員 長  板東 敬治　 副委員長  �坂口 安喜子
委 員  �奥　 大輔　髙見 雄介　森本 雄一郎 

西尾 勝成　西田 昌美

委員会視察の報告


